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都地判平成4年 12月4日判時 1476号 142頁と神戸地判平成 15年 2月25日
(平成 10年(7)第 981号LLB/DB判例秘書登載05850328)である。次にこれら
の判決例を検討することとする。






































































































































































































































































































































































































































































であるから」責任を負うとしている O また，潮見佳男「基本講義債権各論 1Jl 
(2005年新世社)202頁も， r請負人は注文者から独立して仕事を遂行するもので
あり，かっ，当該仕事につき専門的知識・技能安有していることを考慮した規定」
であるとしている。
(6 ) 専門家の責任については，川井健編『専門家の責任Jl(1993年日本評論社〕所
収の諸論校を参照されたい。
(7) この点については，下森定「日本法における『専門家の契約責任JlJ川井・前
掲注(6)所収9頁以下が議論を整理している。
(8) 平野・前掲注(5)593頁も同旨。潮見・前掲注(5)202頁も， r請負人が合理
的な注意をもってする検査・調査を怠ったときには，これらの注意を尽くせば発
見できた材料・指図の不適切さのリスクについては，請負人が負担すると解する
のが相当である」としている。
(9) 滝井・前掲注(3)179頁。
(10) この判決例の評釈については，安藤一郎「平成4年度主要民事判例解説民法
20J判タ 821号60頁以下を参照。
(11) ただし，拡大損害に関する損害賠償責任は過失責任であるとすべき点について
は，拙稿「建築請負契約における『完成』概念と『醸成』概念J(明治大学法科
大学院論集第7号)を参照されたい。
(12) 滝井・前掲注(3)178-179頁。
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